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家政学原論・家庭経営・家庭経済・家族関係

東京都世田谷区在住夫妻の生活時間-1995年調査

第６報環境配慮型消費行動の実態と消費者教育

○松葉口玲子＊　天野晴子¨　森ます美＊　(*昭和女大、¨青葉学園短大）

目的：環境問題の深刻化に伴い、家庭生活における日々の消費It動も問い直しを求められ

ている。本報でほ、世田谷区の調査結果を用いて、環境配慮型消費17動の却犬についての

分析・考察を行い、環境配慮型消費者教育への提言をすることを目的とする。

方法：調査方法・調査協力者の特徴は第i報に同じ。環境配慮型消費1ﾆi動28項目につい

ての剣剥犬況とその理由、消費生活に関する学習・活動への参力獣況等に関するアンケー

トを生活時朗調査に付帯し、その結巣を分析・考察した。

結果: 1.夫1妻別に環境に配慮した消鄭i動の実聾をみると、妻の方が夫よりも環境に配

慮した消費1ﾆi勣をとづている傾｀向にあった。2.夫の中では喪常勤の夫が最も環境に配慮

した行動をと･つていた。また、妻の中ではパートの妻が最も環境に配慮した行動をとって
おり、消費生活に関する学習・活動への参加も多かった。3.第５報で示された社会的・

文化的生活時間のなかで、特に「社会的／消貫首皆勁」に費やしている時間は平日・休日
ともにほとんどみられなかったが、１・２の呆課は、第4報の家事労働の実態と関連のあ

ることが認められた。4.全体的に、家計の節約につながるもめ・ゴミの回収など自治体

でシステムのあるものはmiされていた。5.今後の環境配慮型消費n勤を促進するため
の消費者教育を考えるにあたり、「社会的／消費者活動」の時間としてとらえるだけでな

く、家事労働など他の生活時間との関わりに着目する必要性力5認められた。
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週間労働形態からみた夫婦の生活時間

平田道憲（広島大）

間の労働形態が夫婦の生活時間配分に与える影響を明らかにする。一
て、週間就業時間および週休制度に着目する。有職の夫と妻の場合は
本人に与える影響を、専業主婦の場合は有職の夫の週間労働形態の影

　方法　総務庁統計局が実施した平成３年（19 9 1）社会生活基本調査のデータを研究
目的にあわせて加工し、比較分析する。

週一日あたりの生活は、睡眠時間、自由時間が削
間は、週間就業時間の長さにほとんど無関係であ
由時間と家事労働時間が短くなっている。自由時
な働の夫の時間がほぼ等しくなっている。
の生活時間を比較すると、週全体の労働時間は完
労働時間は、とくに雇用者において、完全週休二
の家事労働時間は週休一日の夫より長い。妻の場

か長いと睡眠時間、自由時間が短く、家事労
曜の家事労働時間は夫が週休一日の妻よりも
は長く、週全体の家事労働時間は夫が完全週
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